
N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
9No.840

2023 September

ご自由に お持ちください。

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

●詳細は4・5ページをご覧ください

「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進フォーラム」を
開催しました



目
　
次

C
o

n
t

e
n

s

表紙●詳細は4・5ページをご覧ください。

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー（
一
般
向
け
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
及
び

森
林
経
営
管
理
制
度
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

「
岐
阜
県
木
の
国
・
山
の
国
県
産
材
利
用
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
…
…
4

「
第
47
回 

東
海
地
区
み
ど
り
の
少
年
団
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
…
…
5

水
源
地
域
に
お
い
て
、土
地
の
売
買
等
又
は
開
発
行
為
を

行
お
う
と
す
る
場
合
は
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
…
…
…
…
…
…
…
６

生
活
環
境
保
全
林
の
紹
介「
な
が
ら
川
ふ
れ
あ
い
の
森
」
…
…
…
…
…
６

　
　
　
　
続
け
、
若
い
チ
カ
ラ
　
〜
新
規
入
社
第
２
弾
〜

…
…
…
７

路
体
安
定
処
理
工
に
対
す
る
一
考
察
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
８

　
　
　
　
　
　
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
、ず
ぶ
濡
れ
の
動
物
た
ち
―
…
…
 

ぎ
ふ
木
遊
館
通
信
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

m
o
r
i
n
o
s
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
！！
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

シ
リ
ー
ズ
：『
森
林
・
環
境
税
』で„
緑
豊
か
な
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
“⑷
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

獣
害
対
策
を
考
え
る
　
〜
防
除
？
捕
獲
？
そ
の
前
に
何
を
考
え
る
べ
き
か
？
〜
…
…

　
　
　
　
　               

大
和
小
学
校
屋
内
運
動
場

…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　  

岐
阜
県
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ
の
晩
秋
植
栽
を
考
え
る
…
…

　
　
　
　
　  

中
濃
地
域
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
り
組
み
の
紹
介
…
…

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
林
業
普
及
通
信

…
…
…
…
…
…
…
…

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
国
有
林
実
習
で
実
験
林
等
を
案
内
…
…

林
業
者
向
け
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
の
お
じ
ゃ
ま
む
し（
３
8
６
）

木
の
香
る
ぎ
ふ
の
施
設 

（12６）

普
及
コ
ー
ナ
ー

研
究
コ
ー
ナ
ー

森
林
と
人
を
活
か
す
知
恵 

（128）

国
有
林
の
現
場
か
ら 

（83）

山
の
歳
時
記 

（217）

地
域
の
人

10111213141516171819202122

N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
9No.840

2023 September

ご自由に お持ちください。

「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進フォーラム」を
開催しました

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

10月5日㈭ 狩猟免許試験
（第一種銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：8/31～9/14
※事前に申請書類等の提出が必要です。
　詳しくは右記にお問い合わせください。

揖斐総合庁舎大会議室

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課
TEL:058-272-8231

11月11日㈯ 狩猟免許試験 
（わな猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：10/6～10/20
※事前に申請書類等の提出が必要です。

詳しくは右記にお問い合わせください。

岐阜県立飛騨高山高等学校 
山田キャンパス

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課 
TEL:058-272-8231

12月8日㈮
狩猟免許試験 

（第一種銃猟、第二種銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：11/2～11/17
※事前に申請書類等の提出が必要です。

詳しくは右記にお問い合わせください。

恵那総合庁舎大会議室

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課 
TEL:058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（10～12月）
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森林環境譲与税の活用状況及び
森林経営管理制度への取組みについて

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4348）森林活用推進課 森林吸収源対策室 森林吸収源対策係まで

森林経営管理制度の概要

これまでは森林所有者自ら、又は民間事業者に委託し経営管理

林業経営に
適さない森林

市町村が自ら管理

林業経営者

林業経営に
適した森林

市町村森林所有者
所有者が不明の場合にも特例を措置

意向を確認

新たな制度を追加

経営管理を再委託

（意向調査※1）

（経営管理権集積
　　計画※2の作成）

経営管理を委託

1. 森林環境譲与税の活用状況について
　森林環境税及び森林環境譲与税は、パリ協定の枠組みの下におけるわが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や、災害防止等を図るため
の森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から創設された財源です。
　森林環境税は、令和6年度から、個人住民税均等割の枠組みを用いて、国税として1人年額1,000円を市町村が賦課徴収することとされてい
ます。それに先立ち、森林環境譲与税は令和元年度から、地方公共団体金融機構の公庫債権金利変動準備金を活用し、県及び市町村へ譲与
されています。（令和4年度は、市町村に約14.7億円、県には約２億円が譲与されています。）
　森林環境譲与税の使途については、以下のとおりです。

2. 森林経営管理制度への取組みについて
　森林経営管理制度に関する市町村の取組み状況や、県の市町村支援について紹介します。
　令和４年度までに森林のある全ての市町村において意向調査※１が実施されました。令和4年度には、９市町で約380haの経営管理権集積
計画※2が作成され、8市町で市町村森林経営管理事業※3により約270haの間伐等が行われました。この他にも、意向調査を機に市町村と森
林所有者の協定による森林整備が実施されるなど、取組みは着実に進んでいます。

　市町村の創意工夫により、森林環境譲与税を活用した森林整備に向けた取組みは進みつつありますが、所有者や境界が不明確な森林の存
在等により、森林整備に至るまでに時間を要しています。
　県では、森林整備及び森林整備に資する取組みが一層進むよう、市町村への助言・支援を行っています。
（市町村の活用状況）
　使途別では、間伐等の森林整備関係が７割超と最も多く、森林所有者への意向調査や森林境界の明確化、森林整備に必要な作業道の補修
などにも活用されています。令和４年度には、令和元年度～3年度の累計実績を上回る約500haの間伐が実施されました。その他、林業に新
規就業する方への定着支援や、木材利用の促進及び森林について理解を深めていただくための普及啓発活動にも活用されています。
（県の活用状況）
　県は、市町村の取組みを支援するため、「地域森林管理支援センター」の運営、「森のジョブステーションぎふ」による林業担い手の確保、
育成対策の支援、木材利用促進に向けた研修の実施や、「森林総合教育センター（morinos）」による森林教育プログラムの実施などに活用
しています。

市町村：間伐等の森林整備や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等
　　県：森林整備を実施する市町村の支援等

市役所庁舎への木製什器導入による
木材利用の促進

森林環境譲与税の活用状況は県ホームページでも紹介しています。

※１森林所有者に対して行う経営管理の意向に関する調査
※２私有林の経営管理権を市町村に設定するための行政計画
※３経営管理権集積計画の作成された森林について、市町村

自ら森林整備を実施する事業

県では、市町村による更なる取組みを支援するため、令和5年度は以下の事業を実施しています。

「地域森林管理支援センター」による支援：市町村からの相談対応、巡回支援、弁護士等の専門家の斡旋、市町村林務担当職員研修、
  「岐阜県地域森林監理士」の短期派遣など市町村の取組みを総合的に支援
「岐阜県地域森林監理士」の活用支援：市町村林務行政の支援等を行う人材として県が認定している「岐阜県地域森林監理士」を、
 市町村や林業事業体が雇用、委託等により活用する経費を支援

森林所有者、林業関係者の皆様には、本制度の趣旨等をご理解いただき、地域の森林整備に向けて、ご協力いただきますようお願いします。

（間伐施業前） （間伐施業後）

森林所有者への意向調査前に行われた
地元説明会の様子

検索森林環境譲与税　岐阜県

（市町村森林経営管理事業※3）
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【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中　敏隆】

　８月４日に東海三県のみどりの少年団４２名（引率者含む）が
一堂に集い、「第４７回東海地区みどりの少年団（隊）サマージャ
ンボリー」を三重県伊賀市の「三重県上野森林公園」で開催しま
した。岐阜県からは、海津市みどりの少年団、北方小学校みど
りの少年団、今年度新たに結成された本郷小学校みどりの少
年団の３少年団１９名（引率者含む）が参加しました。
　今回も、新型コロナウイルス感染症に対応し、日帰りの日程
での開催となりました。全体を２班に分けて午前と午後交互に
「自然体験」と「ネイチャークラフト」に取り組みました。
　自然体験では、公園の森の中に作られた木のブランコ、木の
つなわたり、木のロープスライダーなど木の遊具で好きな遊びを
しました。遊具の扱いに慣れるにつれ夢中になって遊んでいまし
た。ネイチャークラフトでは、森で集めた木の実や小枝などの自
然素材を使って自由な発想で作った楽器演奏者のネイチャーク
ラフトを集め、森のオーケストラをつくりました。
　日帰りのため短い時間でしたが、遊びや体験を通じて団員同
士は、すぐに仲良くなり、絆や交流も深まり、夏休みの良い思い
出になったと思います。
　次回は、岐阜県での開催を予定していますので、県内からも
多くのみどりの少年団の皆さんの参加を期待しています。

「第47回 東海地区みどりの少年団（隊）サマージャンボリー」
を開催しました
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費
対
策
係
ま
で

集合写真（みどりの少年団勢ぞろい）

自然体験（森のゆうえんち）

ネイチャークラフト（森のオーケストラ）

木のつなわたり 木のロープスライダー

森のオーケストラ作り みんなの作品を集めて
オーケストラを作りました

工夫して
貼り付けよう

バランス
とれるかな？

うまく
  乗れるかな？

うまく
できたね

で
愛
ま
し
ょ
う
」を
、
上
村
さ
ん
自
身
の
ギ
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ー
演
奏
と
と
も
に
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い
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だ
き
ま
し

た
。ま
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催
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岐
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県
内
外
の
15
事
業
者
と
14
協
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を
締
結
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和
５
年
７
月
27
日（
木
）に
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岐
阜
県
庁

舎
ミ
ナ
モ
ホ
ー
ル
に
て
、「
岐
阜
県
木
の
国
・

山
の
国
県
産
材
利
用
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
以
下「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」）を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
岐
阜
県
木
の
国
・
山
の

国
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」（
以
下「
条
例
」）

が
今
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
、
事
業
者
や
県
民
の
み
な
さ
ま
の
県

産
材
利
用
の
理
解
を
深
め
、「
オ
ー
ル
岐
阜
」

体
制
に
よ
る
県
産
材
利
用
を
進
め
る
た
め

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
３
７
０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
ほ

か
、
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方
向
け
に
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
を
実
施
し
、
約
50
名
の
方
に
視
聴

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
】

２
０
２
３
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
の
上か
み

村む
ら

さ
や
香
さ
ん
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
林
業
現
場
で
感
じ
た

林
業
従
事
者
へ
の
尊
敬
や
応
援
の
気
持
ち

を
込
め
た
上
村
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
森

し
、
事
業
者
を
代
表
し
て
、
出
光
興
産

株
式
会
社
の
森
下
健
一
常
務
執
行
役
員
よ

り
、「
県
内
外
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー  

シ
ョ
ン
で
の
県
産
材
利
用
を
進
め
、
地
域

振
興
に
も
寄
与
し
た
い
。」と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

【
基
調
講
演
】

建
築
家
で
東
京
大
学
特
別
教
授
・
名
誉

教
授
の
隈
研
吾
さ
ん
に
よ
る
、「『
オ
ー
ル
岐
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演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

隈研吾さんによる基調講演

上村さや香さんによるオープニングコンサート

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
介
護

丸
山
木
材
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
３
者
協
定

社
会
福
祉
法
人
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

西
美
濃
農
業
協
同
組
合

鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

株
式
会
社
チ
ョ
ウ
エ
イ
ハ
ン
ズ

中
部
国
際
空
港
株
式
会
社

セ
ブ
ン
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
鷲
見
製
材

株
式
会
社
十
六
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

岐
阜
信
用
金
庫

岐
阜
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行

出
光
興
産
株
式
会
社

協
定
締
結
者
一
覧
（
50
音
順
）
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「
岐
阜
県
木
の
国
・
山
の
国

　県
産
材
利
用
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中　敏隆】

　８月４日に東海三県のみどりの少年団４２名（引率者含む）が
一堂に集い、「第４７回東海地区みどりの少年団（隊）サマージャ
ンボリー」を三重県伊賀市の「三重県上野森林公園」で開催しま
した。岐阜県からは、海津市みどりの少年団、北方小学校みど
りの少年団、今年度新たに結成された本郷小学校みどりの少
年団の３少年団１９名（引率者含む）が参加しました。
　今回も、新型コロナウイルス感染症に対応し、日帰りの日程
での開催となりました。全体を２班に分けて午前と午後交互に
「自然体験」と「ネイチャークラフト」に取り組みました。
　自然体験では、公園の森の中に作られた木のブランコ、木の
つなわたり、木のロープスライダーなど木の遊具で好きな遊びを
しました。遊具の扱いに慣れるにつれ夢中になって遊んでいまし
た。ネイチャークラフトでは、森で集めた木の実や小枝などの自
然素材を使って自由な発想で作った楽器演奏者のネイチャーク
ラフトを集め、森のオーケストラをつくりました。
　日帰りのため短い時間でしたが、遊びや体験を通じて団員同
士は、すぐに仲良くなり、絆や交流も深まり、夏休みの良い思い
出になったと思います。
　次回は、岐阜県での開催を予定していますので、県内からも
多くのみどりの少年団の皆さんの参加を期待しています。

「第47回 東海地区みどりの少年団（隊）サマージャンボリー」
を開催しました

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
―
２
７
２
―
８
４
８
７

　岐
阜
県
林
政
部
県
産
材
流
通
課
木
造
建
築
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　消
費
対
策
係
ま
で

集合写真（みどりの少年団勢ぞろい）

自然体験（森のゆうえんち）

ネイチャークラフト（森のオーケストラ）

木のつなわたり 木のロープスライダー

森のオーケストラ作り みんなの作品を集めて
オーケストラを作りました

工夫して
貼り付けよう

バランス
とれるかな？

うまく
  乗れるかな？

うまく
できたね

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

基
調
講
演
と
同
様
に
、「『
オ
ー
ル
岐
阜
』に

よ
る
木
の
文
化
の
発
信
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

〇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

涌
井 

史
郎 

氏

　
（
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
）

〇
パ
ネ
ラ
ー

隈 

研
吾 

氏

和
田 

章 

氏

　
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

新
間 

英
一 

氏

　
（
清
水
建
設
㈱
設
計
本
部
副
本
部
長
）

上
村 

さ
や
香 

氏

環
境
問
題
な
ど
、
世
界
の
潮
流
を
踏
ま
え

た
木
材
利
用
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ラ
ー
の
み

な
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
発
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
隈
研
吾
さ
ん
は
、「
岐

阜
県
の
高
度
な
建
築
技
術
や
、
岐
阜
県
産
材

の
高
い
品
質
を
踏
ま
え
、
木
の
新
し
い
文
化

を
つ
く
る
中
で
、
岐
阜
県
は
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
は
ず
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

ミ
ナ
モ
ホ
ー
ル
横
の
ホ
ワ
イ
エ
に
お
い

て
、
県
と
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
の
県
産

材
利
用
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
、

県
内
メ
ー
カ
ー
の
家
具
な
ど
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
事
前
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
60
名
の
方
々
を
対
象

に
、
20
階
の
展
望
ロ
ビ
ー
や
議
会
棟
な
ど
を

巡
る
県
庁
舎
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
県

の
担
当
者
が
県
産
材
を
利
用
し
た
施
設
や

調
度
品
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
県
で
は
、
県
産
材
利
用
の
更
な
る

促
進
を
図
る
た
め
、
県
民
や
事
業
者
の
方
々

へ
の
普
及
啓
発
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

パネルディスカッションの様子

MORINOTAYORI5



●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-214-7406  岐阜農林事務所 林業課 治山係まで

百々ヶ峰展望台と北西方面を望む 百々ヶ峰を楽しむ登山者

岐阜県には、32か所の生活環境保全林があり、保健休養や自然観察の場として、多くの方々に利用されています。
生活環境保全林とは、市街地の周辺に位置する保安林のうち、山地災害の防止等と併せて自然環境の保全・形成を目的として、県が
整備し、市町村で管理をしている森林です。
今回ご紹介する「ながら川ふれあいの森」は、岐阜市北東部に位置し岐阜市最高峰の百々ヶ峰（417.9m）を擁した、総面積233haの
森林であり、年間20万人以上の方々が利用しています。
区域内には、約20kmの遊歩道、約8kmの管理道が整備されています。遊歩道は、様々なコースがあるため、それぞれ違った景観を楽
しむことができます。また、自然観察、森林浴、キャンプ、ハイキング等、四季を通じて楽しむことができ、時には、イベントも開催してい
るので、家族、友人たちと一緒に楽しめます。
中でも、３箇所の展望台からは、岐阜県を代表する清流長良川に沿って発展した岐阜市の街並みを一望する景色をご覧いただけます。
身近な自然を満喫できる「ながら川ふれあいの森」に、一度訪れてみてはいかがでしょうか。

生活環境保全林の紹介「ながら川ふれあいの森」
森の楽園

水源地域の指定状況

水源林（高山市朝日町見座）

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8496 岐阜県林政部森林保全課水源林保全係まで

水源地域において、土地の売買等又は開発行為を行おうとする
場合は事前の届出が必要です

　岐阜県では、「清流の国ぎふ」の大切な水源を保全するため「岐阜県水源地域保
全条例」を制定しています。
　条例に基づき、令和５年７月末現在、２２市町村、２６９箇所、約６万８千ヘクター
ルの森林が水源地域に指定されています。
　水源地域に指定された土地の売買等を行う場合には、その契約の３０日前まで
に県への届出が必要です。
　また、1ha以下の開発（林地開発許可または保安林内作業許可の対象となる開発
を除く）や、建物等の設置、水を採取するための設備の設置を行う場合は行為を行
おうとする６０日前までに県への届出が必要です。
　水源地域の位置や届出の詳しい内容は、岐阜県ホームページでご確認できます。

　この条例は、水源地域が私たちの知らないうちに売買され、違法に木が伐採され
たり、開発されたりすることを防ぐための重要な役割を果たしていますので、事前の
届出にご協力をお願いします。　

検索岐阜県水源地域保全条例
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地域の人

続け、若いチカラ
         ～新規入社第２弾～

【
東
濃
農
林
事
務
所

　
　
　林
業
普
及
指
導
員

　上
村
康
人
】

市川 咲希さん・下條 快斗さん・細川 和音さん
多治見市廿原町の事務所にて

（左から下條さん、市川さん、細川さん）

株式会社山田林業　

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
2
ー
2
3
ー
1
1
1
1
内
線（
2
9
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
濃
農
林
事
務
所
ま
で

林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

地
域
内
で
一
緒
に
な
っ
て
、

楽
し
い
こ
と
を
造
り
だ
せ

た
ら
、
そ
の
輪
が
広
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　
（
市
川
さ
ん
）
大
学
生

の
時
、
森
や
木
を
感
じ
て
、

癒
し
の
力
を
感
じ
る
み
た

い
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
自
社
有
林
を
き
れ

い
に
整
備
し
て
、
人
が
そ

こ
に
来
て
、
気
持
ち
よ
く
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

ら
、
色
ん
な
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
（
細
川
さ
ん
）
仕
事
で
、
小
学
生
（
低
学
年
）
の
子
ど
も

た
ち
と
学
校
内
の
木
を
一
緒
に
切
る
行
事
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な
、
本
当
に
楽
し
そ
う

に
作
業
を
し
て
く
れ
て
、
こ
ん
な
風
に
地
域
と
も
一
緒
に

な
れ
る
よ
う
な
繋
が
り
が
作
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負

　
（
下
條
さ
ん
）
私
は
ア
ー
ボ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
高
所

で
の
特
殊
伐
採
と
い
っ
た
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る

作
業
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
！

　
（
市
川
さ
ん
）
造
材
方
法
で
価
格
が
変
わ
る
素
材
生
産

の
現
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
さ
ば
き

の
技
術
力
を
高
め
た
い
で
す
！
実
は
、
当
社
に
は
、
こ

の
４
月
に
も
う
１
名
女
性
が
入
社
し
て
、
今
、
女
性
の

技
術
者
は
４
名
い
ま
す
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場
と

し
て
み
ん
な
で
頑
張
り
た
い
で
す
！

　
（
細
川
さ
ん
）
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
刈
払
機
を
う
ま
く
使

え
る
よ
う
、
精
進
し
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
太
い
木

を
切
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

　

森
林
技
術
者
の
若
返
り
と
育
成
を
図
る
た
め
、
積
極

的
な
新
規
採
用
に
取
り
組
む
㈱
山
田
林
業
（
多
治
見
市
）

で
は
、
令
和
３
年
度
に
若
い
２
名
が
入
社
し
て
お
り
、
本

誌
で
も
２
０
２
２
年
１
月
号
（
８
２
０
号
）
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
第
２
弾
、
翌
年
の
令
和
４
年

度
に
入
社
さ
れ
た
、
若
い
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
３
名
の

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
山
田
林
業
に
就
職
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
（
下
條
さ
ん
）
私
は
土
岐
市
出
身
で
、
高
校
に
続
き
、
大

学
で
も
野
球
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学
生
の
時
に
、

同
社
に
既
に
入
社
し
て
い
た
高
校
時
代
の
先
輩
か
ら
声
を

か
け
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
自
分
の
目
で
、
熟
練

の
方
に
よ
る
伐
採
の
技
を
見
て
、
教
わ
り
な
が
ら
、
自
分
で

も
体
験
し
て
み
る
と
、
木
を
伐
る
こ
と
は
、
た
だ
、
機
械

的
な
も
の
で
は
な
く
、
色
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、
技
を
持
っ

て
、
伐
る
と
い
う
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
こ
こ
で
働
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
市
川
さ
ん
）
私
は
長
野
市
出
身
で
、大
学
は
鳥
取
県
（
専

攻
は
環
境
系
）
で
し
た
。
林
業
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
業
系
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
森
林
系
の
県
職
員
を
検
討
す
る
一
方
で
、

民
間
企
業
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。
地
元
か
ら
離
れ
た

地
で
働
い
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
調
べ
て
い

る
と
、
弊
社
は
、
私
の
地
元
か
ら
程
よ
い
距
離
で
、
地
域

に
根
差
し
た
会
社
だ
と
知
り
、
興
味
も
持
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
、
岐
阜
県
と
い
う
地
域
に
も
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り

ま
し
た
。

　
（
細
川
さ
ん
）
私
は
香
川
県
の
出
身
で
、
大
学
で
は
木

の
彫
刻
に
取
り
組
む
な

ど
、
美
術
系
の
専
攻
で
し

た
。
あ
る
時
、
大
学
の
講

義
中
に
先
生
が
彫
刻
の
素

材
で
あ
る
木
材
を
産
み
出

す
林
業
の
大
切
さ
に
つ
い

て
熱
弁
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
元
々
、
林
業
の
こ

と
を
ほ
と
ん
ど
意
識
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
、

そ
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
林
業
っ
て
面
白
い
？
と
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
を
探
し
て
い
る

と
、
カ
フ
ェ
な
ど
多
角
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
弊

社
が
面
白
そ
う
だ
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
は
、
体

を
動
か
す
こ
と
は
得
意
で
は
な
く
、
大
学
ま
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
経
験
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
こ
れ
を
機
に
、
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
に
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　　

実
際
に
就
職
し
た
感
想
は
？

　
（
下
條
さ
ん
）
様
々
な
現
場
で
、
様
々
な
景
色
を
見
る
こ

と
が
楽
し
く
、
飽
き
が
き
ま
せ
ん
。
山
の
上
か
ら
見
下
ろ

す
広
大
な
景
色
、
街
中
の
生
活
感
溢
れ
た
景
色
な
ど
、
と

て
も
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
私
は
、
０
・４
５
ク

ラ
ス
の
重
機
、
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
を
操
縦
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
刈
払

機
で
の
作
業
を
し
、
業
務
も
森
林
整
備
に
限
ら
ず
、
木
や

草
を
伐
る
と
い
う
要
望
に
応
え
て
、
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
（
市
川
さ
ん
）
女
性
と
い
う
こ
と
で
、
難
し
い
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
職
場
の
先
輩
方
が

親
切
で
、
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
、私
た
ち
の
前
年
に
入
社
さ
れ
た
女
性
の
先
輩
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
は
心
強
い
で
す
。
あ
と
、
の
び
の
び
と
業
務
を

さ
せ
て
も
ら
え
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
髪
の
色
も
自
由
な

ん
で
す
。
１
年
半
経
っ
た
今
、
随
分
と
体
力
が
つ
い
て
き

た
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
（
細
川
さ
ん
）
自
分
で
は
、
素
早
く
作
業
を
覚
え
た
り
、

こ
な
す
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
る
場
面
で
も
、
先
輩
方
は

我
慢
強
く
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
と
て
も
有
難

い
で
す
。
体
力
仕
事
な
の
で
、
疲
れ
は
体
に
溜
ま
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
何
よ
り
も
、
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が

一
番
だ
！
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
地
域
と
の
繋
が
り
や
活
性
に
つ
い
て
の

　
考
え
は
？

　
（
下
條
さ
ん
）
つ
い
最
近
、
材
木
屋
で
働
く
地
元
の
友
人

と
一
緒
に
い
る
時
に
、
私
は
木
材
を
出
す
側
、
友
人
は
そ
れ

を
作
る
側
と
し
て
、
協
力
し
て
、
今
人
気
の
サ
ウ
ナ
を
作
れ

た
ら
い
い
ね
、
と
い
う
会
話
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
に
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路
体
安
定
処
理
工
に
対
す
る
一
考
察
に
つ
い
て

下
呂
農
林
事
務
所
　
　
榎
田
　
俊
治

　

林
道
開
設
工
事
に
お
け
る
残
土
処
分
に
つ

い
て
は
、
管
内
に
処
分
場
は
あ
る
も
の
の
、

現
場
か
ら
は
遠
く
、
処
分
に
掛
か
る
費
用
は

増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
場
内
流
用
等
で
効
率
的
に

発
生
土
を
利
用
し
、
残
土
処
分
量
を
軽
減
す

る
よ
う
計
画
、設
計
し
て
い
ま
す
が
、中
に
は
、

発
生
土
の
品
質
が
悪
く
、
流
用
で
き
な
い
土

砂
は
、
残
土
と
し
て
搬
出
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
残
土
と
な
る
土
砂
を
、
現

場
内
流
用
す
る
対
策
方
法
と
し
て
、
路
体
安

定
処
理
工
を
実
施
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　　

現
場
と
な
っ
た
林
道
は
、
森
林
基
幹
道
下

呂
～
萩
原
線
で
す
。

　

下
呂
市
御
厩
野
を
起
点
と
し
、
終
点
の
萩

原
町
桜
洞
地
区
ま
で
、
幅
員
5
ｍ
～
7
ｍ
、

延
長
４
０
︐８
１
６
ｍ
、
事
業
費
96
億
円
、

昭
和
62
年
か
ら
着
工
し
、
35
年
を
か
け
、
令

和
4
年
1
月
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
施
工
場
所
は
、
下
呂
市
東
上
田
地

内
で
、
工
期
は
令
和
2
年
3
月
30
日
か
ら
令

和
3
年
3
月
19
日
ま
で
、完
成
延
長
24
ｍ
（
土

工
延
長
1
4
8
ｍ
）、
事
業
費
4
千
6
百
万

円
を
か
け
て
施
工
さ
れ
た
区
間
で
す
。

　
現
場
の
土
の
性
状

　

当
現
場
の
施
工
に
あ
た
り
、
現
場
発
生

土
を
有
効
利
用
す
る
設
計
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
場
の
土
質
は
、
水
分
を
多
く
含
む
泥

化
し
た
シ
ル
ト
に
分
類
さ
れ
る
土
砂
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
盛
土
へ
の
使
用
が
可
能
か
ど

う
か
土
質
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
含
水
比
試
験
で
48
・
6
％
と

非
常
に
高
い
数
値
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
現
場
の
土
質
は
、
国
土
交
通
省
が
定

め
る
土
質
区
分
で
は
、
第
4
種
建
設
発
生

土
に
類
す
る
土
質
で
あ
り
、
コ
ー
ン
指
数

2
0
0

kN
／
㎡
、
含
水
比
40
～
80
％
に
該
当

す
る
土
質
で
あ
り
、
現
地
発
生
土
と
し
て
利

用
す
る
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
約
7
0
0
㎥
の
土
砂
は

現
場
使
用
で
き
ず
、
残
土
処
理
経
費
が
増
額

と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
場
で
利
用
で
き
る
方

法
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
利
用
に
向
け
た
対
策

　

現
場
発
生
土
が
低
品
質
な
場
合
、
設
計

で
設
定
し
た
盛
土
の
所
要
力
学
特
性
、
あ
る

い
は
、
ト
ラ
フ
ィ
カ
ビ
リ
テ
ィ
（
建
設
機
械

の
走
行
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
表
す
度

合
）
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
材
料
品
質

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
含
水
率
を
下
げ
る
た
め

の
脱
水
処
理
や
、
固
化
材
を
添
加
す
る
安
定

処
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
天
日
乾
燥
等
に
よ
る
脱
水

処
理
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
林
道
の
現
場
で

は
、
発
生
土
の
仮
置
き
場
の
確
保
、
搬
出
・

搬
入
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
工
期
に
よ
る
時
間

的
制
約
が
あ
る
た
め
、
効
率
的
に
作
業
で

き
る
安
定
処
理
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

安
定
処
理
す
る
場
合
の
配
合
材
料
は
、
路

体
に
お
け
る
設
計
強
度
は
コ
ー
ン
指
数
で
1

㎡
当
た
り
4
0
0

kN
以
上
、
一
軸
圧
縮
強
度

は
80 

kN
以
上
の
強
度
が
必
要
と
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
設
計
強
度
を
満
た
し
た
配
合
材

料
と
し
ま
し
た
。

　
安
定
処
理
と
は

　

安
定
処
理
と
は
、
大
き
く
2
種
類
に
分
か

れ
ま
す
。

　

石
灰
・
石
灰
系
固
化
材
及
び
、
セ
メ
ン
ト
・

セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
土
に
混
合
す
る
施
工

方
法
で
、
こ
の
処
理
に
よ
り
施
工
性
を
改
善

す
る
と
同
時
に
、
結
合
能
力
を
持
た
せ
る
こ

と
で
、
強
度
の
発
現
、
増
加
を
図
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
安
定
処
理
に
つ
い
て
は
、
次

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
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セ
メ
ン
ト
・
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
で
は
、

六
価
ク
ロ
ム
の
溶
出
に
対
し
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
安
定
処
理

方
法
に
お
け
る
注
意
点
を
、
次
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
注
意
点
の
他
、
固
化
材
の
添
加
量

の
算
定
方
法
、
添
加
方
法
、
資
材
単
価
、
使

用
機
械
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
処
理
方
法
を

決
定
す
る
の
で
す
が
、
今
回
の
現
場
に
お
い

て
は
、
下
流
集
落
の
水
源
に
位
置
す
る
こ
と

や
、
他
現
場
で
の
使
用
実
績
が
あ
る
こ
と
か

ら
石
灰
系
の
製
品
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
結
果
・
ま
と
め

　

直
接
工
事
費
で
経
済
比
較
し
た
結
果
、
安

定
処
理
は
1
㎥
当
た
り
、
2
︐1
9
7
円
～

3
︐6
9
7
円
と
な
り
、
一
方
、
盛
土
材
を

購
入
し
た
場
合
は
、
現
場
発
生
土
の
残
土
処

理
経
費
を
含
め
、
1
㎥
当
た
り
9
︐8
6
3

円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
現
場
で
は
安
定
処
理

に
よ
る
施
工
が
、
コ
ス
ト
面
か
ら
も
安
価
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
状
土
の
一
軸
圧
縮
強
度
は
、
1

㎡
当
た
り
約
17 

kN
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
1
㎥
当
た
り
、
1
1
7
㎏
の
固
化
材
の

添
加
を
す
れ
ば
、
路
体
に
お
け
る
設
計
強
度

（
一
軸
圧
縮
強
度
80 

kN
／
㎡
以
上
）
を
発
現

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

な
お
、施
工
後
に
コ
ー
ン
貫
入
試
験
を
行
っ

た
結
果
、
コ
ー
ン
指
数
は
1
︐1
4
0

kN
／

㎡
と
な
り
、
目
標
値
4
0
0

kN
／
㎡
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
、
次
表
の
よ
う
に

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

安
定
処
理
工
は
、
作
業
ヤ
ー
ド
の
確
保
や

下
流
域
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
コ
ス
ト
面
や
一
定
の
品
質
を
満
た

し
た
材
料
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
現
場
条

件
に
よ
っ
て
は
有
効
的
な
施
工
方
法
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
コ
ス
ト
縮
減
方
法
を
活

用
し
、
効
率
的
な
林
道
開
設
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

固化材散布の様子安定処理工　施工現場
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ヤナギタデ

217

　

長
良
川
河
畔
で
花
を
咲
か
せ
た
ヤ
ナ

ギ
タ
デ
の
小
群
落
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
（P

o
l
y
g
o
n
u
m
 

h
y
d
r
o
p
i
p
e
r

）
は
北
海
道
～
沖

縄
の
河
原
や
湿
地
、
休
耕
田
な
ど
に
自

生
す
る
イ
ヌ
タ
デ
属
の
１
年
草
で
す
。

河
川
が
増
水
し
て
冠
水
し
て
も
、
水
中

で
光
合
成
し
て
生
き
な
が
ら
え
て
多
年

草
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
は
草
丈
40
～
80
㎝
、
茎

は
無
毛
で
よ
く
分
枝
し
、
葉
の
長
さ
が

3
～
10
㎝
と
細
長
く
ヤ
ナ
ギ
の
葉
に
似

て
い
る
の
が
和
名
の
由
来
で
す
。

　

7
～
9
月
に
は
茎
頂
や
葉
腋
か
ら
花

序
を
出
し
、
淡
紅
色
を
帯
び
た
白
色
の

花
を
花
穂
に
ま
ば
ら
に
咲
か
せ
ま
す
。

果
実
（
そ
う
果
）
は
果
球
形
レ
ン
ズ
形

で
、
水
中
で
発
芽
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
は
「
蓼
食
う
虫
も
好
き

好
き
」
の
語
源
と
な
っ
た
タ
デ
で
、
正

真
正
銘
の
辛
い
タ
デ
を
意
味
す
る
ホ
ン

タ
デ
（
本
蓼
）、マ
タ
デ
（
真
蓼
）、コ
シ
ョ

ウ
ー
バ
（
胡
椒
葉
）、カ
ラ
ク
サ
（
辛
草
）

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

元
来
、「
タ
デ
」
の
呼
び
名
は
全
草

が
辛
く
、
噛
む
と
口
の
中
が
た
だ
れ
る

タ
ダ
ア
レ
（
直
荒
）、
タ
ダ
レ
（
爛
）、

タ
デ
（
蓼
）
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
平
安
朝
の
昔
か
ら
香
辛
料

と
し
て
用
い
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
栽

培
品
種
も
多
く
作
ら
れ
、
水
中
に
生
え

る
種
を
カ
ワ
タ
デ
（
川
蓼
）
と
称
し
、

最
近
で
も
ム
ラ
サ
キ
タ
デ
や
ア
ザ
ブ
タ

デ
、
イ
ト
タ
デ
な
ど
の
栽
培
品
種
が
流

通
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
季
節
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
に
添
え

ら
れ
た
「
タ
デ
酢
」
は
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ

の
葉
を
刻
ん
だ
り
、
す
り
お
ろ
し
た
り

し
て
二
杯
酢
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

ま
た
刺
身
の
つ
ま
と
し
て
添
え
ら
れ
る

「
芽
タ
デ
」
は
、
こ
の
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
の

芽
生
え
で
す
。
芽
タ
デ
は
子
葉
の
色
に

よ
っ
て
「
べ
ニ
タ
デ
」
と
「
ア
オ
タ
デ
」

に
区
別
さ
れ
、
白
身
魚
に
は
濃
赤
紫
系

の
べ
ニ
タ
デ
を
、
赤
身
魚
に
は
緑
葉
系

の
ア
オ
タ
デ
を
用
い
ま
す
。

　

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
の
辛
味
は
魚
の
臭
味

を
消
す
以
外
に
、
解
毒
効
果
が
あ

り
、
胃
液
分
泌
を
促
進
し
て
消
化
を

助
け
、
解
毒
効
果
も
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
こ
の
辛
味
成
分
は
「
ポ
リ
ゴ
デ
ィ

ア
ー
ル
（P

o
l
y
g
o
d
i
a
l

）｣

と
い

う
成
分
で
、
別
名
「
タ
デ
オ
ナ
ー
ル

（T
a
d
e
o
n
a
l

）」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ポ
リ
ゴ
デ
ィ
ア
ー
ル
は
抗
菌
作

用
や
昆
虫
の
摂
食
阻
害
作
用
を
示
す
こ

と
で
も
知
ら
れ
、｢

蓼
食
う
虫
も
好
き

好
き｣
の
由
来
と
も
言
え
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
は
既
に
香
辛
料
に
利

用
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
栽
培

品
種
が
あ
り
ま
し
た
。
醤
油
が
普
及
す

る
以
前
の
江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
、
タ

デ
酢
と
タ
デ
味
噌
が
重
宝
さ
れ
、
古

式
料
理
法
の
元
祖
『
四
条
流
包
丁
書

（
１
４
８
９
年
）』
に
は
「
ス
ズ
キ
の
刺

身
な
ど
、
す
べ
か
ら
く
魚
料
理
に
は
、

こ
の
タ
デ
酢
を
添
ふ
る
べ
し
」
と
書
か

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

芭
蕉
の
句
に
も
「
草
の
戸
を　

知

れ
や
穂
蓼
に　

唐
辛
子
」
と
あ
る
よ
う

に
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
は
料
理
の
重
要
な
薬

味
だ
っ
た
の
で
す
。

長良川河畔に生えていたヤナギタデ
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

―サファリパーク、ずぶ濡れの動物たち― 【第386回】

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ヤナギタデ
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夏休みには家族で旅行をする。我が家ではこれを何年も続け
ている。よく出かけたのが動物園や水族館、博物館見学。孫た
ちに人気があるからだ。それが今年は行けなくなった。Y君が
中学生になったら部活の関係で休みが取れなくなったこと。そ
れに妹は二人とも友達とスマホでゲームをして遊ぶのに夢中。
動物園などには前ほど興味を示さなくなった。「今年は家族旅
行は無理だな」と諦めていた。と言うよりさびしかった。そん
な時、孫の母親が私に言った。「お父さん、子供たちの都合が
ついたので８月１日から富士サファリパークへ行くことにした
よ。ここではゾウ、ライオン、ヒョウなどいろいろな動物が放
し飼いにしてあるので見ごたえがあると思うよ。楽しみにしと
りやー」。今年も孫たちと旅行に行ける。うれしくなった。こ
れを決めたのは１週間くらい前とか。悪いことに夫は仕事で行
けないので娘（母親）がひとりで運転するという。しかも入園
手続きや宿の手配までしたと言うからすごい。この行動力。こ
れが今の母親なのか。時代が変わったなーと思った。富士サファ
リパーク。どんなところかネットで調べた。出てきたのは富士
山を背景に大写しにされた動物たち。迫力ある姿に圧倒された。
早く行きたくなった。

×　　×　　×　　×
８月１日午前４時。いよいよ出発だ。行先は静岡県裾野市。
かなりの距離だ。ナビのお陰で車は迷うことなく目的地へ向か
う。８時 10分到着。駐車場はほぼ満車。9時園内へ。まず有
料のサファリ見学をした。これは自分の車で走行コースを走り、
いろいろな動物を観察するというもの。昼寝をしているライオ
ンやヒョウ。長い鼻で水を飲むゾウ。水に浸かっているカバな
どを見ることができた。大きなキリン3頭が道路を歩いていた。
そのうちの1頭が車に近づいてきたので孫たちは大喜びであっ
た。時間は 1時間。あっという間に過ぎてしまった。園内に
は大型動物のほか、いろいろなものがいる。たとえばふれあい
ゾーン。ここではリス、サル、ヤマアラシ、モルモットなどが
いて、餌を与えることができる。孫たちに人気があったのはモ
ルモット。餌をねだる姿が愛らしかったのだろう。その他、イ
ヌやウサギ、ネコの館などや馬に乗ったりすることができるの
で、時間が足りなかった。しかし、今回楽しみにしていたのが
ジャングルバスプライベートツアーだ。これは家族やグループ
など 28名でツアー用バスをチャーターし動物を近くで見て回
り、所定の場所で餌を与えるというもの。これが圧巻。大きな
クマやヒョウが車に近づく。餌を与える。それをおいしそうに
食べる。わきあがる歓声があちこちから聞こえてきた。あっと
いう間に終了。楽しいひと時であった。これが終わったのは午
後 4時。

×　　×　　×　　×
これで帰るのかと思ったら、娘は「せっかく来たのだから、
時間まで車で園内の動物を見て回るという。孫たちは大喜び。
「あそこにゾウがいる。カバもいるよ」と指をさしていた。帰
ろうとした午後5時。予期せぬことがおきた。雷がものすごい
音をたてて落ちてきたのだ。そして滝のような雨。前が見えな
く走れない。ゆっくり、ゆっくり前へ進んだ。その途中思いも
しない光景を目にした。ライオン、チータ、ヒグマなどが逃げ
もしないで、雨に打たれびしょぬれになってじっとしているの
である。百獣の王と呼ばれているライオンが動かずに雨に打た
れている。夢かと思った。このほかシロウマ、サイ、キリンも
同じであった。信じられ
ない光景であった。これ
らの動物が住んでいる自
然界はもっと激しい落雷
や雨が降るだろう。そこ
でもこうして雨に打たれ
て耐えているのであろう
か。もしそうだとすれば、
これが動物たちの選んだ
手段。厳しい自然界を見
た気がした。

×　　×　　×　　×
翌日は東海大学水族館を見学した。ここには大小の水槽がい
くつもあり、魚類、カメ、ワニ、クラゲなど海の生物がいるの
で、見終えるのに半日はかかるであろう。私は昨日の疲れなの
か体がだるくなり、大きな水槽の前で休んでいた。次々と目に
入る魚類や他の動物たち。見飽きることはなかった。私に比べ
孫たちは元気がいい。駆け足で移動してすべての展示会場を見
たらしい。満足そうな孫たちの表情。これが自分の孫かとうれ
しくなってくる。帰るとき地元の人から、水族館や博物館は厳
しい状況にあることを聞いた。建物が古くなっても建て替える
ことができないことや、学芸員のなり手が少ないので、閉館す
るところが増えているというのだ。博物館が閉館。信じられな
かった。こんなことを知り、昨日の富士サファリパークとこの
水族館はいつまでも残ってほしいと思った。数日後、女房は娘
から聞いたことを私に話した。「この旅行は、父には感謝して
いるので、そのお礼のつもりで計画した。高齢なので自家用車
で行けるところを探した。気に入っただろうか」。この優しい心。
胸が熱くなった。ありがとう。楽しい旅行だったよ。

ヒグマ
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　コロナ禍の中で開館したぎふ木遊館。開館当初から様々な感染防止対策を行い「清流木玉プール」も規模を縮
小して遊んでいただいていましたが、ついに解禁となりました！
　大きなプールの中には、７種類の木でできた木玉が6千個入っています。
　連日、子どもも大人も夢中になって、泳いだり、はしゃいだり、寝そべったりしながら楽しんでいただいています。
　ぜひ、水着もいらない、着替えもいらない、ぎふ木遊館の「清流木玉プール」へ遊びに来てくださいね♪

あすはちゃんと一緒に記念撮影

記念品を受け取る代表園児

子どもたちに大人気！ 大人も癒されてます♪ 7種類の木玉

竹下名誉館長から記念品を受け取る園児たち 園児にプレゼントされた記念品

＜ぎふ木遊館の入館者が10万人を達成しました！＞

＜木育ひろばの「清流木玉プール」が大きくなりました！＞

　7 月 11 日（火）、ぎふ木遊館の入館者が 10 万人を達成し、
記念セレモニーを開催しました。
　記念すべき 10 万人目の入館者は、団体でご利用の「いづみ
第2幼稚園」の年長組の皆さんでした。
　くす玉割りでは「５、４、３、２、１」と元気の良い掛け声に合わせ、
竹下景子ぎふ木遊館名誉館長と河合孝憲岐阜県副知事と一緒に、
いづみ第２幼稚園の代表園児２人がくす玉を割ってくれました。
　その後、河合副知事からは認定証が、竹下名誉館長からは記
念品として「つみぼぼ」（さるぼぼをモチーフにした木のおも
ちゃ）80 個が贈呈されました。

　さらに竹下名誉館長たちから園児一人一人に手渡しで「つみぼぼ３個セット」がプレゼントされ、園児たちの嬉しそ
うな声が館内に響き渡り、ぎふ木遊館は祝福ムードに包まれました。
　これまでぎふ木遊館をご利用いただいた多くの皆さまに心より感謝申し上げるとと
もにこれからも多くの皆さまに喜んでいただける施設を目指し、サービスの向上に努
めてまいります。職員一同、皆さまのご来館を心よりお待ちしています。

手鋸を使って、伐採されたスギの木の枝払
い。切った後の枝の皮を剥ぐのも大人気。

みんなで力を合わせて運び出しました。
最終的にこの丸太は市場に出荷されます。

最後は今回切った丸太と、森林技術者、清見
里山プロジェクトのみなさんと記念撮影。

グループごとに残す木を選木。どの木を切
れば育てられるかも考えました。

伐採を見学するだけでなく、ロープを引い
て伐倒の手助け。安全に伐倒するためには
補助も大切。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

【森への想いを語る所有者さん】 【将来残すべき木の選木】 【ロープを引いて伐倒のお手伝い】

＜林業の一端を経験・実感　～高山市立清見中学校1年生～＞
　morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今回は、清見中学校の1年生のみなさんに向けて
行った、林業体験についてご紹介します。
　この体験活動は、高山市役所森林政策課のみなさん、清見里山プロジェクトのみなさん、飛騨高山森林組合のみなさん、地元
森林技術者のみなさん、そしてmorinosによって企画運営されたものです。そのため、今回の舞台はmorinosを飛び出し、高山市
清見町です。

　「山の管理はどうしたら良いの？」という生徒さんの質問から始まったこのプログラム。手入れの行き届いていない山が多い今、
そういったことに興味を持ってくれるのはうれしいことです。そんな生徒さんの「知りたい」に応えるため、森について考えても
らったり、手入れを手伝ってもらったりと、実際に見て、体験して、林業という仕事の一端を実感してもらいました。

　生徒さんの質問から始まった今回のプログラム。高山市の林業に携わる方々の協力あってこそ、実現することができました。管
理方法の説明を聞くだけでなく、実際に経験することもでき、清見中学校の生徒さんにとっては、貴重な体験となったのではない
でしょうか。
　この体験がきっかけとなり、この中から将来林業に就いてくれる人が出てきてくれると、とてもうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、動画ＹｏｕTｕｂｅをご覧ください。

【手鋸を使って枝払い】 【ロープとスリングで搬出】 【最後に記念撮影】

「どうして間伐して欲しいのか」を、森林
所有者さんが生徒さんに語りかけるとこ
ろから始まりました。
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手鋸を使って、伐採されたスギの木の枝払
い。切った後の枝の皮を剥ぐのも大人気。

みんなで力を合わせて運び出しました。
最終的にこの丸太は市場に出荷されます。

最後は今回切った丸太と、森林技術者、清見
里山プロジェクトのみなさんと記念撮影。

グループごとに残す木を選木。どの木を切
れば育てられるかも考えました。

伐採を見学するだけでなく、ロープを引い
て伐倒の手助け。安全に伐倒するためには
補助も大切。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

【森への想いを語る所有者さん】 【将来残すべき木の選木】 【ロープを引いて伐倒のお手伝い】

＜林業の一端を経験・実感　～高山市立清見中学校1年生～＞
　morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今回は、清見中学校の1年生のみなさんに向けて
行った、林業体験についてご紹介します。
　この体験活動は、高山市役所森林政策課のみなさん、清見里山プロジェクトのみなさん、飛騨高山森林組合のみなさん、地元
森林技術者のみなさん、そしてmorinosによって企画運営されたものです。そのため、今回の舞台はmorinosを飛び出し、高山市
清見町です。

　「山の管理はどうしたら良いの？」という生徒さんの質問から始まったこのプログラム。手入れの行き届いていない山が多い今、
そういったことに興味を持ってくれるのはうれしいことです。そんな生徒さんの「知りたい」に応えるため、森について考えても
らったり、手入れを手伝ってもらったりと、実際に見て、体験して、林業という仕事の一端を実感してもらいました。

　生徒さんの質問から始まった今回のプログラム。高山市の林業に携わる方々の協力あってこそ、実現することができました。管
理方法の説明を聞くだけでなく、実際に経験することもでき、清見中学校の生徒さんにとっては、貴重な体験となったのではない
でしょうか。
　この体験がきっかけとなり、この中から将来林業に就いてくれる人が出てきてくれると、とてもうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、動画ＹｏｕTｕｂｅをご覧ください。

【手鋸を使って枝払い】 【ロープとスリングで搬出】 【最後に記念撮影】

「どうして間伐して欲しいのか」を、森林
所有者さんが生徒さんに語りかけるとこ
ろから始まりました。
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

4
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

岐阜県野生動物管理推進センターによる調査研究の推進
　野生動物の保護管理、被害対策に関する調査研究を行うとともに、野生動物管理における専門的な人材の育成
を目的として、岐阜大学と県で「岐阜県野生動物管理推進センター」を共同で設置しています。

○野生動物広域カメラモニタリング
• 野生動物管理を進めるには正しく野生動物の

ことを知る必要があります。そこで県下に100台
の自動撮影カメラを設置し、野生動物の種類や
分布状況を長期的に調査しています。

○一般の方を対象に、研究成果の紹介や
野生動物との関わり方を学べる、シン
ポジウム・講座を開催しています。

○行政関係者を対象に、野生動物管理
業務に関する助言や対策の進め方に
関する講座を開催しています。

■ 調査・研究

■ 人材育成

研究成果を紹介する講座（R5.2.27） 獣害対策の現地指導（R5.5.11）

○その他にも、GPSによるニホンジカの行動追跡
や高山帯へ侵入する野生動物についてなどの
調査研究をしています。

撮影された野生動物

岐阜県野生動物管理推進センターについてもっと知りたい方はこちら ➡
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活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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そ
れ
が
対
策
の
一
番
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
獣
害
っ
て
何
？

　

獣
害
と
は
、
主
に
野
生
動
物
（
獣
）
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
被
害
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

例
え
ば
害
獣
と
な
り
う
る
野
生
動
物
が
餌
を

探
し
た
り
食
べ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
「
農
業
被
害
」
。
人
に
対
し
て
攻
撃
し

て
し
ま
い
死
傷
被
害
を
引
き
起
こ
す
「
人
的
被

害
」
。
害
獣
が
家
屋
の
床
下
や
屋
根
裏
に
侵
入
し

活
動
す
る
「
家
屋
被
害
」
。
害
獣
に
よ
る
過
剰
な

捕
食
・
採
食
に
よ
っ
て
生
物
や
植
物
の
絶
滅
危
惧

や
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
う
「
生
態
被
害
」
な

ど
が
『
獣
害
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
森
林
と
し

て
は
、
下
層
植
生
や
稚
樹
等
の
次
世
代
を
担
う
ハ

ズ
の
樹
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
森

林
の
更
新
が
出
来
な
い
・
植
生
が
単
一
化
し
て
し

ま
う
と
い
っ
た
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
植
林

し
た
苗
木
の
枝
葉
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

せ
っ
か
く
数
十
年
か
け
て
育
っ
た
樹
木
の
樹
皮
が

剝
が
さ
れ
て
健
全
に
育
成
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
被
害
も
多
く
出
て
い
ま
す
。

●
獣
害
へ
の
対
策

　

林
業
へ
の
被
害
の
多
く
を
占
め
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
へ
の
獣
害
対
策
と
し
て
、
植
林
し
た
エ
リ
ア
に

入
っ
て
こ
れ
な
く
す
る
為
の
柵
を
張
り
巡
ら
せ

る
・
樹
木
一
本
一
本
を
保
護
す
る
網
や
筒
状
の
素

材
で
巻
く
・
忌
避
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
散
布
す
る

等
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
生

息
密
度
の
高
い
地
域
で
は
山
林
所
有
者
を
安
心
さ

せ
る
に
は
費
用
的
に
も
効
果
的
に
も
い
ま
一
つ
。

　

私
が
か
つ
て
林
業
を
行
っ
て
い
た
地
域
で
は
、

獣
害
対
策
と
し
て
山
林
に
植
林
地
を
囲
う
様
に
多

数
鹿
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
後
に
柵
を
見
回

り
に
行
く
と
、
柵
の
な
か
で
の
ん
び
り
と
食
事
を

し
て
い
る
シ
カ
の
姿
を
見
か
け
る
事
が
あ
り
ま
し

た
。
追
い
出
そ
う
と
思
い
、
出
入
り
口
を
探
し
て

歩
き
回
っ
て
い
る
間
に
鹿
は
ぴ
ょ
ー
ん
と
柵
を
飛

び
越
え
て
逃
げ
て
い
く
姿
を
目
に
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

●
相
手
を
知
る
こ
と

　

さ
て
、
「
せ
っ
か
く
対
策
を
講
じ
た
の
に
効
果
が

出
な
い
」
と
い
う
の
は
非
常
に
悔
し
い
で
す
よ
ね
。

ど
の
対
策
を
検
討
す
る
か
？
と
検
証
す
る
前
に
、

ま
ず
は
相
手
の
事
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

例
え
ば
「
何
を
好
ん
で
食
べ
る
の
か
」
「
ど
ん
な

場
所
に
住
む
の
か
」
「
行
動
の
特
徴
」
「
ど
ん
な
時

期
に
被
害
を
出
し
て
し
ま
う
の
か
」
な
ど
を
意
識

し
て
み
る
と
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を
考
え
る
事

が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
◆
食
べ
物
：
草
食
動
物
と
し
て
枝
葉

や
季
節
に
よ
っ
て
は
樹
皮
な
ど
採
食
し
ま
す
。
好

み
の
幅
は
広
く
１
０
０
０
種
程
の
植
物
を
食
べ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
◆
住
む
場
所
：
下
層
植
生

が
豊
富
に
あ
る
伐
採
跡
の
草
地
や
、
姿
を
隠
せ
る

植
林
が
混
在
す
る
モ
ザ
イ
ク
状
の
森
林
を
好
み
ま

す
。
◆
特
徴
：
夜
行
性
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

人
の
生
活
を
避
け
て
日
中
も
活
動
し
ま
す
。
ジ
ャ

ン
プ
力
が
高
く
、
助
走
が
出
来
れ
ば
２
ｍ
程
度
で

樹齢10年程のヒノキ樹皮を摂食しているニホンジカ

継続的にニホンジカの食害を受けた森林

7月のニホンジカの角。

ニホンジカの好む森林の例
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森
林
研
究
所
ま
で

岐
阜
県
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ
の

　
　
　
　
　
　晩
秋
植
栽
を
考
え
る

内装木質化

郡上市大和町剣1085-1

木の香る
ぎふの施設

126

施設の経緯
　郡上市大和町の小学校４校（大和西小学校、大和南小学

校、大和北小学校、大和第一北小学校）を統合し、整備を進

めている「大和小学校」は、全学年２学級の編制で約３００

名の児童数となり、郡上市内で最大規模の小学校となりま

す。（令和６年４月開校予定）

　一連の整備事業により令和４年度末に完成した新たな屋

内運動場は、（現在は、統合先である大和北小学校の屋内運

動場として利用。）学校周辺に広がる田園風景に合う外観と

し、内装は県産材を多く活用した木質化を施すことで、木の

香の香る、木のぬくもりのある学校施設となりました。

　施設で主に使用されるホール、アリーナ、ステージの床
と壁を中心に県産材（スギ材、ヒノキ材）をふんだんに使
用しており、入った瞬間に木の香り、ぬくもりが実感できる
ほど木にあふれた、しつらえになりました。

大和小学校屋内運動場

施設の概要

事業主体 郡上市

事業年度 令和４年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造１階建て
１，２１５㎡

施設用途 学校屋内運動場

助 成 額 ７，５６０千円
（木の香る快適な公共施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

２３㎥　（県産材使用量２３㎥）
ヒノキ、スギ等

（株）川上建築事務所　郡上事務所

５４２，０４０千円全体事業費

設 計 者

(株)ヤマシタ工務店（建築本体工事）

令和４年６月～令和５年３月

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　郡上市教育委員会　教育総務課
　ＴＥＬ ０５７５－６７－１１２３

ここに注目！！

　広い空間にあって落ち着きある空間で、心地よくご利用
いただけております。

利用者の様子

アリーナ
（ステージ側）

アリーナ
（ホール側）

施設全景

玄関

ホール
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森
林
研
究
所
●
渡
邉 

仁
志

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
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5
ー
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3
ー
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5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

岐
阜
県
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ
の

　
　
　
　
　
　晩
秋
植
栽
を
考
え
る

図２　1200m区における積雪深は
　　  20cmに満たなかった。

図１　植栽後の活着率の評価

い
わ
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
の
で
、
苗
木

の
保
護
に
は
特
に
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
植
栽
時
期
を
翌
春
に
す

れ
ば
、
枯
損
リ
ス
ク
が
格
段
に
低
減
す
る
う

え
、
高
品
質
な
コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
に
よ
っ

て
、
植
栽
後
の
成
長
が
促
進
さ
れ
る
た
め
、

低
コ
ス
ト
で
確
実
な
再
造
林
が
実
現
し
ま
す

（
本
誌
七
九
二
号
参
照
）。
コ
ン
テ
ナ
苗
で

あ
っ
て
も
、
植
物
生
理
や
地
域
特
性
を
尊
重

し
、
そ
れ
ら
に
適
合
し
た
合
理
的
な
時
期
に

植
栽
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

低
コ
ス
ト
で
確
実
な
再
造
林
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、「
植
栽
時
期
を
選
ば
な
い
」
と
い
わ

れ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
反
面
、
県
央
の
寒
冷
地
域
で
は
、

一
〇
月
以
降
（
以
下
、
晩
秋
）
に
植
え
た
ヒ

ノ
キ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
が
集
団
で
枯
損
す
る
事

例
が
発
生
し
、
中
に
は
活
着
率
が
一
％
以
下

だ
っ
た
事
業
地
も
あ
り
ま
し
た
。
活
着
率
が

低
い
場
合
は
補
植
や
改
植
が
必
要
に
な
る
た

め
、
低
コ
ス
ト
を
目
指
す
再
造
林
に
は
逆
行

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
植
栽
時
期
と
越
冬
環
境

が
ヒ
ノ
キ
苗
の
活
着
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

標
高
別
の
晩
秋
植
栽
調
査

　

調
査
は
、
飛
騨
地
域
の
標
高
の
異
な
る
五

地
点
（
標
高
六
一
〇
～
一
二
〇
〇
m
）
で
行

い
ま
し
た
。
対
象
地
域
は
中
央
分
水
嶺
の
南

側
に
あ
り
、
日
本
海
側
の
多
雪
地
域
と
太
平

洋
側
の
寡
雪
地
域
の
中
間
に
あ
た
り
ま
す
。

用
い
た
苗
木
は
、
苗
齢
三
一
ヶ
月
の
ヒ
ノ

キ
実
生
コ
ン
テ
ナ
苗
（
※
）

で
、
植
栽
時
期
は

晩
秋
（
一
一
月
下
旬
）
を
共
通
と
し
、
ほ
か

に
一
地
点
で
は
植
栽
時
期
の
影
響
を
み
る
た

め
、春
（
二
五
ヶ
月
苗
）
と
夏
（
二
七
ヶ
月
苗
）

に
も
植
栽
し
ま
し
た
。
ま
た
、
越
冬
環
境
を

評
価
す
る
た
め
、
気
温
、
地
温
、
積
雪
深
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
植
栽
翌
秋
に
活
着
率
と

下
枝
枯
れ
の
発
生
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。

※
県
内
の
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
二
年

目
春
（
約
二
四
ヶ
月
目
）
に
出
荷
さ
れ
る
。

植
栽
時
期
別
の
活
着
率
の
違
い

　

苗
木
の
状
態
を
植
栽
時
期
ご
と
に
比
較
す

る
と
（
図
1
ａ
）、
晩
秋
に
植
え
た
場
合
の

活
着
率
は
八
五
％
以
下
で
、
下
枝
の
枯
損
率

も
高
く
、
健
全
個
体
の
割
合
は
低
い
水
準
に

あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
春
や
夏
に
植
え
れ
ば

活
着
成
績
は
良
好
で
、
状
態
も
よ
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
対
象
地
域
で
あ
っ
て
も
適

切
な
時
期
に
植
栽
す
れ
ば
、
苗
木
の
大
量
枯

死
は
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
活
着
不
良
の
原
因
は
、
場
所
の
問
題
だ
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

晩
秋
植
栽
の
環
境
と
苗
木
へ
の
影
響

　

越
冬
環
境
を
み
る
と
、
積
雪
期
間
は
、
最

北
部
に
あ
る
一
一
七
〇
m
区
で
約
八
〇
日

間
、
そ
の
他
で
二
〇
日
間
前
後
で
あ
り
、
ど

の
地
点
も
少
雪
傾
向
で
し
た
（
図
２
）。
ま

た
、
積
雪
期
間
が
長
か
っ
た
一
一
七
〇
m

区
以
外
で
は
、
最
低
地
温
が
マ
イ
ナ
ス
五
～

一
〇
℃
の
期
間
が
一
二
月
中
旬
～
三
月
上
旬

ま
で
連
続
し
、
土
壌
の
凍
結
が
発
生
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

晩
秋
に
植
え
た
苗
木
の
活
着
率
（
図
1
ｂ
）

は
、
高
標
高
ほ
ど
低
下
し
、
生
存
個
体
も
下

枝
の
枯
損
が
顕
著
で
し
た
。
苗
木
に
は
移
植

そ
の
も
の
が
大
き
な
負
担
で
す
。
そ
の
う
え

晩
秋
植
栽
で
は
、
根
が
地
山
に
活
着
す
る
間

も
な
く
、
低
温
と
土
壌
凍
結
に
よ
る
乾
燥
と

い
う
過
酷
な
環
境
に
冬
の
間
じ
ゅ
う
晒
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
苗
で
あ
っ
て

も
、
越
冬
環
境
が
過
酷
で
あ
る
ほ
ど
、
枯
死

率
が
高
ま
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
う
え
、
晩
秋
植
栽
の
苗
は
、
植
栽
後

の
成
長
不
良
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
育
苗
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

苗
木
の
高
さ
と
太
さ
の
バ
ラ
ン
ス
（
樹
高
／

根
元
直
径
＝
比
較
苗
高
）
が
悪
く
な
る
か
ら

で
す
（
本
誌
七
六
八
号
参
照
）。
低
コ
ス
ト
再

造
林
の
実
現
に
は
、
下
刈
り
回
数
の
低
減
が

必
須
で
あ
り
、
成
長
停
滞
は
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
晩
秋
は
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
植
栽

時
期
と
し
て
適
し
て
い
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
海
側
の
よ
う
な
多
雪
地
域
で
は
、
積

雪
が
苗
木
を
保
護
す
る
た
め
、
晩
秋
植
栽
が

有
利
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。
対
し
て
県
内
に

は
、
多
雪
地
域
と
寡
雪
地
域
の
境
界
上
に
、

少
雪
で
寒
冷
な
地
域
が
広
く
分
布
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
は
、
降
雪
量
の
ば
ら
つ
き

が
大
き
く
、
か
つ
積
雪
期
間
が
限
ら
れ
る
た

め
、
去
年
は
、
ま
た
は
同
じ
地
域
で
は
大
丈

夫
だ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
今
度
も
大
丈
夫

だ
と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

冬
期
の
寒
風
害
が
も
と
も
と
起
き
や
す
い
と

100cm

80cm

枯
死
・
下
枝
枯
・
健
全
個
体
の
割
合

 (
%
)
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春植栽 夏植栽 晩秋植栽

(a) 植栽時期別 （1170m区のみ）

下枝枯
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(b) 標高別 （1170m区は (a) の再掲）

健全

枯死

活着
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詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
、
各
種
研
修
を
企
画
・
運
営
し
て
お

り
、
６
月
に
そ
れ
ぞ
れ
開
講
し
ま
し
た
。

◆
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修

①
育
成
研
修
　
人
数
：
10
名

研
修
期
間
：
令
和
５
年
６
月
12
日
〜

令
和
６
年
１
月
30
日
（
延
べ
12
回
）

育
成
研
修
は
、
実
務
経
験
３
年
以
上

の
方
を
対
象
に
、
座
学
と
実
技
研
修
を

通
じ
て
施
業
の
集
約
化
（
森
林
経
営
計

画
の
策
定
）
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
践
力
向
上
研
修
　
人
数
：
６
名

研
修
期
間
：
令
和
５
年
６
月
27
日
〜

10
月
25
日
（
延
べ
７
回
）

今
回
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
路
網

と
災
害
防
止
に
関
す
る
課
題
を
持
っ
て

応
募
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を

経
て
現
地
検
討
会
を
実
施
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

◆
地
域
森
林
監
理
士
養
成
研
修

研
修
生
人
数
：
４
名

研
修
期
間
：
令
和
５
年
６
月
12
日
〜

10
月
下
旬
（
延
べ
16
回
）

研
修
内
容
は
、
県
施
策
、
倫
理
法
令
、

森
林
計
画
、
森
林
経
営
管
理
制
度
、
林

業
経
営
、
路
網
整
備
、
防
災
な
ど
の
全

14
項
目
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
課
題
研
修
」
で
は
、

研
修
生
が
所
属
・
活
動
し
て
い
る
地
域

の
課
題
を
整
理
し
、
市
町
村
な
ど
に
施

策
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
度

の
課
題
設
定
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度

に
関
す
る
提
案
２
題
の
他
、
市
有
林
の

適
正
な
管
理
な
ど
に
な
り
ま
し
た
。

中濃地域の
森林経営管理制度の取り組みの紹介

林業普及指導員　米本 尚満
■中濃農林事務所

施業プランナー実践力向上研修　グループ討議の様子

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
・

        

地
域
森
林
監
理
士
養
成
研
修
の
開
講

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
未
森
林
を
解
消

し
て
い
く
手
段
と
し
て
森
林
経
営
管
理
制

度
を
活
用
し
た
管
内
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

美
濃
市
の
状
況

　

令
和
二
年
度
末
に
蕨
生
地
区
に
お
い
て

森
林
所
有
者
の
方
々
に
向
け
た
意
向
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
を
優
先
し

た
理
由
と
し
て
、
区
有
林
が
多
く
、
以
前
実

施
し
た
境
界
明
確
化
事
業
が
実
施
済
み
で

あ
り
、
今
後
所
有
境
界
の
明
確
化
を
行
う

上
で
取
り
組
み
易
い
と
判
断
し
、
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
取
り
決

め
事
項
は
、
①
民
有
林
の
人
工
林
の
う
ち

一
〇
年
以
上
施
業
履
歴
が
無
い
、
②
森
林

経
営
計
画
が
な
い
、
③
周
辺
で
同
時
に
整

備
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
森
林
の
取
り
込

み
は
妨
げ
な
い
と
い
う
３
点
に
絞
り
進
め

ま
し
た
。
当
時
他
に
は
神
洞
地
区
、
片
知

地
区
が
候
補
地
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
林

班
内
の
森
林
所
有
者
の
人
数
や
小
班
の
細

か
さ
や
林
小
班
数
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、

ま
ず
は
蕨
生
地
区
、
令
和
三
年
度
に
は
神

洞
地
区
、
令
和
四
年
度
に
は
片
知
地
区
と

意
向
調
査
を
順
次
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
方
針
は
、
美
濃
市
の
山
林
は

地
籍
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
た
め
所
有
者
の
特
定
や
、
森
林
境
界
の

確
定
の
た
め
に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
を

要
す
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
は
森
林
経
営
管
理
権
の
設
定
は
行
わ
ず
、

森
林
整
備
に
意
欲
が
あ
る
林
業
事
業
体
に

森
林
経
営
計
画
の
策
定
に
向
け
た
支
援
や
、

森
林
・
環
境
税
や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
森
林
整
備
等
へ
の
支
援
を
行
い
、
意
向

調
査
と
併
せ
て
、
森
林
整
備
と
境
界
明
確
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

当
管
内
の
森
林
の
状
況
は
、
森
林
に
対
す

る
民
有
林
の
面
積
は
県
の
平
均
に
近
い
の

で
す
が
、
民
有
林
の
面
積
は
約
４
万
７
千

ha
、
農
林
事
務
所
単
位
で
比
較
し
ま
す
と
下

位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
六
〇
年

生
以
上
の
人
工
林
は
約
１
万
２
千
ha（
民
有

林
の
約
二
五
％
）を
占
め
て
い
ま
す
。
森
林

資
源
を
循
環
利
用
し
、
林
齢
の
平
準
化
を
図

る
た
め
に
は
、
造
林
は
必
須
要
件
で
す
が
、

近
年
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

な
ど
を
中
心
と
し
た
獣
害
は
深
刻
さ
を
増

し
て
お
り
、
そ
の
対
策
に
手
間
と
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。

　

ま
た
、
成
熟
期
を
迎
え
て
い
る
森
林
は
手

入
れ
を
行
う
こ
と
が
必
須
で
す
が
、
十
数
年

手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
森
林
も
多
く
存
在

美
濃
市
森
の
担
い
手

　
　
　
　
　
　
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

こ
の
議
論
を
進
め
て
い
く
中
で
、
森
林

経
営
計
画
を
た
て
森
林
整
備
を
行
う
に
は
、

並
行
し
て
、「
人
材
の
育
成
」も
必
要
で
あ
る

と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
解
決
の
糸
口

と
し
て
、
美
濃
市
の
状
況
や
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
令
和
四
年
度
に
美
濃
市
森
の

担
い
手
情
報
セ
ン
タ
ー（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー

委員会の様子

意向調査を経て開設された蕨生
50林班での森林作業道
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
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Ｅ
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　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　普
及
企
画
係
ま
で

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
、
各
種
研
修
を
企
画
・
運
営
し
て
お

り
、
６
月
に
そ
れ
ぞ
れ
開
講
し
ま
し
た
。

◆
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修

①
育
成
研
修
　
人
数
：
10
名

研
修
期
間
：
令
和
５
年
６
月
12
日
〜

令
和
６
年
１
月
30
日
（
延
べ
12
回
）

育
成
研
修
は
、
実
務
経
験
３
年
以
上

の
方
を
対
象
に
、
座
学
と
実
技
研
修
を

通
じ
て
施
業
の
集
約
化
（
森
林
経
営
計

画
の
策
定
）
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
践
力
向
上
研
修
　
人
数
：
６
名

研
修
期
間
：
令
和
５
年
６
月
27
日
〜

10
月
25
日
（
延
べ
７
回
）

今
回
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
路
網

と
災
害
防
止
に
関
す
る
課
題
を
持
っ
て

応
募
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を

経
て
現
地
検
討
会
を
実
施
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

◆
地
域
森
林
監
理
士
養
成
研
修

研
修
生
人
数
：
４
名

研
修
期
間
：
令
和
５
年
６
月
12
日
〜

10
月
下
旬
（
延
べ
16
回
）

研
修
内
容
は
、
県
施
策
、
倫
理
法
令
、

森
林
計
画
、
森
林
経
営
管
理
制
度
、
林

業
経
営
、
路
網
整
備
、
防
災
な
ど
の
全

14
項
目
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
課
題
研
修
」
で
は
、

研
修
生
が
所
属
・
活
動
し
て
い
る
地
域

の
課
題
を
整
理
し
、
市
町
村
な
ど
に
施

策
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
度

の
課
題
設
定
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度

に
関
す
る
提
案
２
題
の
他
、
市
有
林
の

適
正
な
管
理
な
ど
に
な
り
ま
し
た
。

中濃地域の
森林経営管理制度の取り組みの紹介

林業普及指導員　米本 尚満
■中濃農林事務所

施業プランナー実践力向上研修　グループ討議の様子

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　林
業
普
及
通
信

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
・

        

地
域
森
林
監
理
士
養
成
研
修
の
開
講

森の担い手情報センターHP

　
　

関
市
の
状
況

　

こ
れ
ま
で
、
地
籍
調
査
が
完
了
し
て
い
る

地
区
の
う
ち
旧
上
之
保
地
区
に
お
い
て
森

林
所
有
者
向
け
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
但
し
、
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
地
区
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
後

は
、
森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
定
期
間
程
度
森
林
整
備
が
行
わ
れ
て

い
な
い
森
林
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
林
班
単
位
で
所
有
者
の
数

や
地
番
の
数
な
ど
ま
ず
は
市
と
し
て
取
り

組
み
や
す
い
箇
所
を
検
討
し
旧
上
之
保
地

区
以
外
で
の
実
施
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
集
約
後
は
、
未
整
備
森
林
の
解
消
を

優
先
す
る
こ
と
と
し
ま
し
て
、
森
林
・
環

境
税
や
森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を
活
用
し

た
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
仕
組
み
が
で
き

五
年
経
ち
ま
し
た
が
各
市
の
関
係
者
の

方
々
も
様
々
な
課
題
に
対
し
て
解
決
方
法

を
見
つ
け
出
し
こ
こ
ま
で
進
め
て
き
て
い

ま
す
。
両
市
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
面

的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
森
林
を
い
か
に
事

業
体
に
よ
る
施
業
の
定
着
に
つ
な
げ
る
か
、

意
思
表
示
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
森
林
所
有

者
の
森
林
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く

の
か
を
市
や
地
域
の
林
業
事
業
体
の
皆
様

と
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
美
濃
）と
し
て
設
置
し
て
い
く
運
び
と
な

り
、
令
和
五
年
四
月
本
格
的
に
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
美
濃
市
、
森
づ
く
り

や
市
内
の
林
業
事
業
体
の
情
報
、
林
業
に

就
業
す
る
方
向
け
の
支
援
対
策
な
ど
を
紹

介
し
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
際
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
い
た
情
報
を（
お
住

ま
い
の
地
域
や
読
ん
で
い
た
だ
い
た
内
容
、

ア
ク
セ
ス
の
時
間
帯
な
ど
）分
析
し
、
今
後

の
Ｈ
Ｐ
の
作
成
の
参
考
と
し
て
い
き
ま
す
。
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国
有
林
の
現
場
か
ら

83

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

国
有
林
実
習
で
実
験
林
等
を
案
内

林
や
試
験
地
等
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
後
、
乗
政
国
有
林
に
お
い
て
、

「
ヒ
ノ
キ
長ち
ょ
う
ば
っ
き
せ
ぎ
ょ
う
り
ん

伐
期
施
業
林
」を
見
学
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
業
林
は
、
平
成
28
年
度
に
製
品

生
産
請
負
事
業
で
高
齢
級
の
間
伐
材
を

搬
出
し
た
箇
所
で
あ
り
、
岐
阜
森
林
管
理

署
の
職
員
か
ら
林
齢
が
百
年
を
超
え
る

ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間
伐
の
実
施
状
況
や

当
時
の
木
材
販
売
に
つ
い
て
、
最
近
の
木

材
価
格
も
踏
ま
え
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
樹
冠
や
林り
ん
し
ょ
う床
の
状
況
を
確

認
し
、
今
後
の
施
業
方
法
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
学
生
か
ら
は「
し
ば
ら
く

は
伐
採
せ
ず
、
下
層
植
生
が
回
復
す
る
の

を
待
つ
」「
20
年
後
く
ら
い
に
ヒ
ノ
キ
の

径
級
等
を
み
て
判
断
し
、
皆
伐
を
行
う
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
小
川
長
洞
国
有
林
の「
ヒ
ノ
キ

間
伐
実
験
林
」を
見
学
し
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
、
岐
阜
署
管
内
の
乗の
り
ま
さ政
及
び

小お
が
わ川
長な
が
ほ
ら洞
国
有
林
に
お
い
て
、
岐
阜
県
立

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

科
２
年
の
学
生
19
名
が
、
国
有
林
の
施
業

に
つ
い
て
、
現
地
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
岐
阜
森
林
管
理
署
の
職
員
が
、
実
験

し
た
。

　

同
じ
く
小
川
長
洞
国
有
林
に
て
民
有

林
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

温
帯
性
針
葉
樹
の
天
然
林
に
移
動
し
、
コ

ウ
ヤ
マ
キ
等
の
大
木
や
実
生
の
発
生
し

て
い
る
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

湿
度
が
高
く
暑
い
中
で
の
現
地
実
習

と
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
蒸

し
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
充
実
し
た
現
地
実

習
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
学
校
等

か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
国
有
林
の
案
内
や

情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

／
岐
阜
森
林
管
理
署
）

　

こ
の
実
験
林
は
、
間
伐
率
20
％
、
30
％
、

40
％
、
対
照
区（
無
間
伐
）の
計
４
つ
の

プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
達
は
、
こ
の
間
伐
率
の
異
な
る
試

験
地
に
お
い
て
、
間
伐
の
効
果
や
プ
ロ
ッ

ト
毎
の
優
劣
を
確
認
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

適
当
と
考
え
る
間
伐
率
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ま
し
た
が
、
間
伐
率
20
％
や
無
間

伐
を
選
ん
だ
学
生
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
、
そ
の
間
伐
率

を
選
ん
だ
理
由
を
説
明
し
、
グ
ル
ー
プ
間

で
質
問
や
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
か
ら
実
験
林
の
研
究
成
果
や
今
後

の
施
業
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

ヒノキ長伐期施業林の見学状況

ヒノキ間伐実験林の見学状況

温帯性針葉樹の天然林の見学状況
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10月号
予定

10月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（218）
●山のおじゃまむし（387）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（129）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（127）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 家を構えたことに伴い地域の自治会に入りました。この自治会は、月
１回程度の清掃活動やBBQ大会などの色んな活動が行われている活
気あふれる自治会です。最近は、新しく住宅が建ち始め２０代３０代

の世帯が入り、子どもが増えたことでより一層の賑わいがあります。一人暮らしの時
は、それほど気にしていなかった回覧板もすみずみまで目を通すようになりました。
先月の回覧板に自治会の自主防災体制を強化するといった内容が掲載されていま
した。近年、全国各地で頻発する自然災害を見据えた対応だと思います。
賑やかなイベントもいいですが、地域を守る防災活動などにも関わっていきたいと
思いました。

「森林のたより」編集委員　森林活用推進課　反中　良太

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

10月4日㈬～
10月5日㈭

機械集材装置運転業務
特別教育

●講習時間：4日　学科　8:50~16:10
　　　　　　5日　実技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,500円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

4 日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
5 日（実技）
美濃市曽代地内 ( 予定 )

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

10月19日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　 9:00~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)(振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林・林業関係イベントカレンダー（10月） 林業者向け
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市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（7月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

75,000

75,000

80,000

75,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　物価の高騰や住宅着工需要の低迷を受け、製品・原木共に販売苦戦が
継続し、構造材関連の不振が特に顕著となり、引き合いは低調。スギ4ｍ
元木、尺上良材は、応札はあるが材の傷みを懸念し様子見にて弱含み。ス
ギラミナ向け3ｍ・4ｍ材も弱含み。ヒノキ元木、尺上良材3ｍ・4ｍ役物取り
は、様子見にて弱含み。ヒノキ3ｍ柱取、4ｍ土台取も弱含み。合板向け
は、製品の荷動きが鈍く弱基調で引き続き原木受け入れ調整が継続。製
紙向けパルプ材、発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。
（岐阜）

　ヒノキ、スギは全体的に弱含み。スギ製材向けは特に引き合いが弱い。
ヒメコは応札旺盛で特に大径木良材に人気が集まった。サクラ、マクル
ミ、ナラ、クリ良材に引き合いが強い。（飛騨）

　ヒノキ3ｍ柱向け（14ｃｍ～24ｃｍ）、4ｍ土台・中目は、依然荷動き重た
く弱含みでの展開。スギ4ｍ中目、尺上元木良材は、原木が傷みやすい時
期での当用買いではあるが応札保合で推移。3ｍ・4ｍ構造材向けは市中
製品価格軟化の影響を受け弱含みで推移。合板向けについては、製品荷
動きが鈍く弱基調、特にヒノキ、カラマツは原木受入調整が一段と厳しく
継続している。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

生産に入る前に、丸太や製材、単板などの寸法や欠点といった諸条件を判別
する機械。スキャナーでこれら情報を集め、次の生産過程で最良の方法を瞬
時に決定する。単板工場では、寸法のほか大まかな欠点を見極めたり、製材
工場では、丸太サイズごとに目的に合致した採材を行う。レーザー光線の反
射速度などから解析する。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1829回

8月8日

8月9日

8月3日

岐
阜
共
販
所

第1418回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

－

－

－

－

20,900

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

40,000

－

－

25,000

－

－

－

－

21,000

－

－

－

－

－

36,000

－

－

－

14,500

14,000

14,500

14,500

12,700

－

20,500

18,800

20,300

19,000

18,700

－

14,000

14,400

12,000

19,000

19,000

19,000

20,000

25,000

17,000

15,000

－

15,000

14,000

14,000

15,000

19,500

19,000

25,000

10,000

18,300

25,000

29,500

－

11,000

第1751回

東
濃
共
販
所

木材市場

432 
421 
468 
－

→

→
→
－

2,481

709

3,528

3,240

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→
→

→

→

→
→

→

→

スキャナー

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター
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